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 2018年度文字文化財研究所事業報告
2018年度文字文化財研究所長
　2018年度は本研究所活動の多彩さをいっそう打ち出す事業が展開されまし
た。海外の研究者と本学教員が連携した公開セミナーの開催や2016年度に４
年計画で構想された「国際 HAIKUプロジェクト」の２年目の実施など大変充
実した取組みとなりました。
【事業概要】
１． 日本・ブラジル・ヨーロッパからのまなざし──公開セミナー
「文字が紡いだ大航海時代」
　この事業で中心的な役割を果たしてくださったのは、新リスボン大学研究員
のマリアナ・アマビレ・ボスカリオル（Mariana Amabile Boscariol）氏です。氏
は、大幸財団の助成を受け、2018年４月から９月まで客員共同研究員として本
学を拠点に日本各地でフィールド
ワークと共同研究を行い、日本で
の研究の成果をこの公開セミナー
にて講演の形で発表しました。
　16世紀後半のほぼ同時期に、
イベリア半島から日本とブラジル
に宣教師たちが到来し、それぞれ
に異文化との邂逅を得ました。し
かしヨーロッパから来た宣教師たちの両国の文化に対するとらえ方が全く異
なっていたものであったこと、それがヨーロッパの人々の文化的基準によって
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理解されていたためであることなど、当時の異文化接触のありようをまざまざ
と知ることができました。特に、ヨーロッパ中心主義史観によって語られるこ
との多い大航海時代の文化接触を、双方向的な視点で捉え、宣教師たちの残し
た書簡をはじめとする膨大な史料から丹念に歴史を描き出す研究は、ブラジル
で育ち、ヨーロッパで学び、日本で共同研究をしている氏ならではの視点で
あったと思います。
　氏の講演を起点として、さらに本学教員４名が大航海時代前夜とまさにその
時代、そしていまに至るまでの異文化との交渉をそれぞれに発表し、２名がコ
メンテーターとして登壇しました。猛暑のさなかにも関わらず、本学学生はも
ちろん、たくさんの地域の方々にご参加いただき、盛会に終わることができま
した。
２．国際 HAIKU プロジェクト実践編──俳句をつくってみよう！
　国際 HAIKUプロジェクト第２弾として、今年度は「実践編」と銘打ち、英
語俳句のてほどきを受けるとともに、参加者の方々に実際に俳句を作ってもら
う企画を実施しました。
　講師の先生は、俳句結社「耕」の同人・国際俳句交流協会会員の清水京子先
生にお越しいただきました。これまでに芭蕉献詠俳句特選（英語俳句の部）で
特選を受賞、HIA俳句大会で複数回受賞するなど日本語俳句はもとより英語
俳句にも造詣の深い先生です。
　この企画では、参加者のみな
さんに事前に作っていただいた
日本語・英語俳句をもとにレク
チャーを受けるとともにどのよ
うに作っていったらよいか添削
指導をいただきました。
　講師の先生の指導のもと、あ
りありと情景の浮かぶ句に生ま
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れかわる様はとても興味深いものでした。学生や一般の方にご参加いただき、
終始アットホームな雰囲気の中で会を終えることができました。来年度もさら
に進化（深化）した国際 HAIKUプロジェクトにご期待ください。
３． 愛知県立大学日本文化学部・長久手キャンパス図書館主催
「紙の道の文化史」（共催事業）
　2014年、ユネスコに和紙が無形文化遺産に登録されたことを受け、和紙文
化の理解のために「紙の道の文化史」展示が本学長久手キャンパス図書館にて
行われました。中国で生まれ、日本に伝わった製紙技法の歴史をたどる展示
は、遠くシルクロードから日本までの壮大な歴史が感じられるものでした。
　文字文化財研究所では、共催として、キリスト教の礼拝の方法や連禱（祈り
の言葉），信者の生活のあり方を記録した『吉利支丹抄物』（東家旧蔵・写本
（レプリカ），16世紀後半頃成立）を中心に、大航海時代の文献を展示しまし
た。
【2018年度『文字文化財研究所紀要』（第５号）】
　上記【事業概要】における活動に、客員共同研究員と本学教員（研究員）と
の共同成果の一部が含まれてはいるものの、本年度の紀要においても、７本の
充実した論考・訳注が発表されました。特に、今号では今年度の本研究所の取
り組みと連動して「大航海時代特集」を組むことにいたしました。上述７本の
うち、15世紀に端を発する「大航海時代」とポスト大航海時代の日本と異文
化との接触に関する論文が３本所収され、うち２本の欧文（スペイン語および
ポルトガル語）論文の邦訳を併せて掲載しておりますので、ご紹介させていた
だきます。
　2018年８月にブラジル・サンパウロ州カンピーナス州立大学で行われた第
12回ブラジル日本研究国際学会（CIEJB）・第25回全伯日本語日本文学日本文
化大学教員学会（ENPULLCJ）にて、本学教員４名が大航海時代をめぐって歴
史・言語・法学の領域からパネルディスカッションを行いました。今号にはそ
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の報告を掲載しています。
　また本学共同研究員であるカルロス・ペレス・フェルナンデス =トゥレガ
ノ（Carlos Pérez Fernández-Turégano）氏（スペイン CEUサンパブロ大学准教
授）は、スペイン外務省の国立公文書館に残された外交官の記録から、明治期
の日西通商条約締結時における日本・スペインの相互接触と交渉の過程を明ら
かにしています。
　さらに、上記の事業概要で紹介したマリアナ・アマビレ・ボスカリオル氏の
論も収められています。今号に掲載の論考は、今年度の公開セミナーにも関連
するブラジルとヨーロッパ、日本という複眼的な視点から発した大航海時代に
関する海外の研究状況が俯瞰されています。
　このような特集とともに、客員共同研究員と本学教員の個人・共同による堅
実な文献学的調査・研究、地域に根ざした研究など多彩な成果も収めておりま
す。ここから見いだせることは、本研究所の役割が地域と世界をつなぐもので
あるということです。来年度も地域と世界へのまなざしを車輪の両輪として研
究を推進し、成果をみなさまに発信してまいります。
【研究所会議】
　今年度は研究所会議を以下の通り開催しました。
⑴　第１回文字文化財研究所会議
　　開催日時：2018年４月24日㈫
　　開催場所：H302
　　出 席 者： 久保薗愛、川畑博昭、大塚英二、宮崎真素美、成瀬雄一郎（学
務課職員）
　　議　　題：・文字文化財研究所内規の改正について
　　　　　　　・平成29年度決算報告について
　　　　　　　・平成30年度事業計画について
⑵　第２回文字文化財研究所会議
　　開催日時：2018年５月30日㈬～６月８日㈮
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　　開催場所：メール会議
　　出 席 者： 久保薗愛、川畑博昭、大塚英二、宮崎真素美、成瀬雄一郎（学
務課職員）
　　報告：公開セミナー「文字が紡いだ大航海時代」
　　議　　題：文字文化財研究所紀要について
⑶　第３回文字文化財研究所会議
　　開催日時：2018年９月25日㈪～10月３日㈬
　　開催場所：メール会議
　　出 席 者： 久保薗愛、川畑博昭、大塚英二、宮崎真素美、神谷麻理子（学
務課職員）
　　議　　題：平成31年度事業計画案について 
⑷　第４回文字文化財研究所会議
　　開催日時：2018年11月13日㈫～11月14日㈬
　　開催形態：メール会議
　　出 席 者： 久保薗愛、川畑博昭、大塚英二、宮崎真素美、神谷麻理子（学
務課職員）
　　議　　題：平成30年度文字文化財研究所紀要について
⑸　第５回文字文化財研究所会議
　　開催日時：2018年12月５日㈬～12月６日㈭
　　開催形態：メール会議
　　出 席 者： 久保薗愛、川畑博昭、大塚英二、宮崎真素美、神谷麻理子（学
務課職員）
　　議　　題：平成30年度文字文化財研究所紀要について
⑹　第６回文字文化財研究所会議（予定）
　　2019年３月に2019年度への引継ぎのために開催予定。
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【収支報告】
　平成29年度の研究所の予算・決算報告は以下の通りです。
 （単位：円）
項　目 執行額 内　　容
紀要印刷発行費 564,814 印刷費、発送費
講演会謝金、旅費等 555,272 講師謝金、旅費等
その他、旅費・運営雑費 540 　
合　計 1,120,626 学部事業経費より補填済
　外部（とりわけ海外）からの講師招聘の過程で生じた事情により、講演会費
が予算額を超過する結果となったことから、全体の収支にマイナスが生じまし
た。この点は、今後の事業を展開するための予算の要求と執行の過程におい
て、常に留意されるべき点です。
（文責・久保薗愛）
